
LPクーリングとは

１、引張応力が集中する部分を限定して短期間冷却する

２、躯体全体を冷却するパイプクーリングとほぼ同等なひび割れ抑制効果が得られる

部分パイプクーリング
（LPクーリング：Localized　Pipe　Cooling）

高品質なコンクリートに挑む　　C　o　n　c　r　e　t　e

覆工コンクリートの温度ひび割れ対策

特許出願中

NETIS登録　TH-170014-A



適用場所

適用効果

施工状況

製造・販売

TEL03-6659-3841

三次元FEM温度応力解析によるひび割れ抑制効果

千代田区神田猿楽町2-7-8住友水道橋ビル3階
FAX011-792-3333

FAX03-6659-3845

札幌市東区条東雁来9条3丁目2番3号
TEL011-792-3000

URL　http://www.k-toukou.co.jp/

M26データロガーへ スキンプレート（t6）温度及び圧力受感部（ステンレスダイヤフラム）盲キャップ 測温機能付圧力センサセンサはネジによる取付のため、着脱やメンテナンス作業が容易受感部はステンレス製のため、平滑、堅固で、型枠としての繰り返し使用が可能 1本の測定ケーブル（φ9mm）で、圧力、温度の計測が可能

ＬＰクーリング実施無対策
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◆クーリングﾊﾟｲﾌﾟの設置状況
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◆クーリング実施中

無対策と比較したところ、
引張応力の集中する部分の最
高温度が6℃低下し、最小ひ
び割れ指数が0.31改善
（ひび割れ発生確率が44％改
善）

覆工コンクリートの収縮をインバートが
拘束して引張応力が集中

ひび割れ発生

インバートコンクリートを施

工する区間の覆工コンクリート

は、打設後の温度収縮および乾
燥収縮がインバートに拘束され、

ブロック延長の中央部分の周方
向に、貫通ひび割れが発生しま
す。覆工コンクリートの有筋区

間では、鉄筋の腐食等により耐
久性が低下します。

本工法は、安藤ハザマと技術提携している工法です


